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越前町
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【将来負担比率の推移】

94.8ポイント改善

151.4

わ
た
し
た
ち

わ
た
し
た
ち
のの
ま
ち
ま
ち
のの
予
算
予
算
平
成
25
年
度

9
月
補
正
予
算

平
成
24
年
度
決
算
の
健
全
化
判
断

比
率
と
資
金
不
足
比
率
は「
健
全
」

　

平
成
25
年
度
9
月
補
正
予
算
の
補
正
額
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
事
業
会
計
を

合
わ
せ
１
億
３
，６
９
６
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

9
月
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
主
な
事
業
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
は
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
に
よ
り
、

各
年
度
決
算
に

基
づ
き
算
定
さ

れ
ま
す
。

　

平
成
24
年
度

決
算
で
は
す
べ

て
の
比
率
が
基

準
を
下
回
り
、
財

政
は
「
健
全
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※特別会計の補正額の内訳… 介護保険事業特別会計662万1千円、簡易水道事業特別会計671万2千円、
 公共下水道事業特別会計5,072万円、集落排水事業特別会計495万3千円

※事業会計の補正額の内訳…上水道事業会計329万8千円

区　　分 補正前予算額 補　正　額 補正後予算額

一般会計 122億6,812万1千円 6,466万円 123億3,278万1千円

特別会計 68億5,243万3千円 6,900万6千円 69億2,143万9千円

事業会計 9億6,837万9千円 329万8千円 9億7,167万7千円

合　　計 200億8,893万3千円 1億3,696万4千円 202億2,589万7千円

比　　率　　名 平成24年度決算

健 全 化
判断比率

実 質 赤 字 比 率 黒　字
連結実質赤字比率 黒　字
実質公債費比率 11.8％
将 来 負 担 比 率 56.6％

比　　率　　名 平成24年度決算
資金不足比率 資金不足なし

予　算　規　模

【
下
水
道
の
整
備
】 

４
，４
０
０
万
円

●

農
業
集
落
排
水
上
戸
処
理
区
を
公
共
下
水

道
朝
日
処
理
区
に
接
続
す
る
た
め
の
管
路

を
布
設
し
ま
す
。

●

農
業
集
落
排
水
宮
崎
東
部（
八
田
・
陶
の

谷
）処
理
区
を
公
共
下
水
道
朝
日
処
理
区

に
接
続
す
る
た
め
の
管
路
を
布
設
し
ま
す
。

【
水
道
の
整
備
】 
３
３
０
万
円

●

農
業
集
落
排
水
宮
崎
東
部
処
理
区
と
公
共

下
水
道
朝
日
処
理
区
の
接
続
に
併
せ
、朝

日
地
区
か
ら
宮
崎
東
部
地
区
へ
の
配
水
管

布
設
の
設
計
と
給
水
可
能
区
域
の
検
討
を

行
い
ま
す
。

【
子
育
て
・
少
子
化
対
策
の
充
実
】

 

８
６
２
万
円

●

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け
て
保
育
士

な
ど
を
確
保
す
る
た
め
、保
育
士
な
ど
の

賃
金
引
上
げ
に
よ
る
処
遇
改
善
に
取
り
組

む
民
間
保
育
所
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

●
 

越
前
町
の
実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤

字
比
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

●
 

平
成
24
年
度
決
算
で
は
す
べ
て
の
会
計
が

黒
字
と
な
り
ま
し
た
の
で
、実
質
赤
字
比

率
・
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
 

実
質
公
債
費
比
率
と
は
何
で
す
か
？

●
 

実
質
公
債
費
比
率
と
は
、借
金
の
返
済
額

な
ど
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合

で
す
。

　
　

借
金
の
返
済
額
な
ど
に
は
、上
下
水
道
・

病
院
の
公
営
企
業
会
計
や
ご
み
処
理
・
消

防
の
一
部
事
務
組
合
に
対
す
る
町
の
負

担
金
の
う
ち
借
金
の
返
済
に
充
て
ら
れ

た
と
み
ら
れ
る
額
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
　

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、町
財
政
に
対

す
る
借
金
の
返
済
な
ど
の
負
担
が
大
き

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
 

越
前
町
の
実
質
公
債
費
比
率
は
高
い
の
？

●
 

町
で
は
、こ
れ
ま
で
借
金
の
繰
り
上
げ
返

済
や
金
利
の
低
い
借
金
へ
の
借
り
換
え
、

事
業
の
計
画
的
な
実
施
に
よ
り
借
金
を

減
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　
　

こ
の
結
果
、実
質
公
債
費
比
率
は
、平
成

24
年
度
決
算
で
は
11・8
％
と
な
り
、ピ
ー

ク
時
の
平
成
18
年
度
と
比
べ
13・0
ポ
イ

ン
ト
、前
年
度
と
比
べ
0・9
ポ
イ
ン
ト
改

善
し
ま
し
た
。

　
　

県
内
市
町
の
実
質
公
債
費
比
率
の
平

●
 

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字
比
率
と

は
何
で
す
か
？

●
 

実
質
赤
字
比
率
と
は
、一
般
会
計
な
ど
で

歳
出
に
対
す
る
歳
入
の
不
足
額（
赤
字

額
）が
標
準
財
政
規
模（
※
）に
占
め
る
割

合
で
す
。
連
結
実
質
赤
字
比
率
と
は
、一

般
会
計
と
す
べ
て
の
特
別
会
計
・
事
業
会

計
の
赤
字
額
の
合
計
額
が
標
準
財
政
規

模
に
占
め
る
割
合
で
す
。

　
　

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、赤
字
の
程
度

が
大
き
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
※
）町
税
や
普
通
交
付
税
、各
種
譲
与
税
・
交
付
金

　
　

な
ど
を
合
わ
せ
た
通
常
の
年
間
収
入

【
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
】 １
９
６
万
円

●

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
自
立
を
支

援
す
る
た
め
、サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
の
作

成
・
評
価
を
実
施
し
ま
す
。

【
学
校
教
育
環
境
の
充
実
】 

42
万
円

●

城
崎
小
学
校
に
緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ
ム

を
設
置
し
、こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

避
難
訓
練
な
ど
の
実
施
に
よ
り
防
災
教
育

を
充
実
し
ま
す
。

【
農
業
の
振
興
】 
５
，４
６
９
万
円

●

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
た
農

業
経
営
体
へ
農
地
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

10
年
以
上
貸
し
付
け
る
農
地
の
所
有
者
に

対
し
て
農
地
集
積
協
力
金
を
交
付
し
ま
す
。

●

山
中
地
係
で
農
道
を
舗
装
し
、用
水
路
を

改
修
し
ま
す
。

●

栃
川
地
係
で
排
水
路
を
改
修
し
ま
す
。

【
林
業
の
振
興
】 

４
５
０
万
円

●

間
伐
材
の
素
材
コ
ス
ト
を
低
減
す
る
た
め
、

間
伐
材
の
伐
採
・
搬
出
に
使
用
す
る
林
業

機
械
の
整
備
費
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

【
観
光
産
業
の
活
性
化
】 

57
万
円

●

越
知
山
周
辺
の
観
光
客
や
登
山
者
の
増
加

を
図
る
た
め
、小
六
所
山
か
ら
六
所
山
ま

で
に
標
柱
や
道
標
を
設
置
し
ま
す
。

【
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
】 

41
万
円

●

平
成
27
年
2
月
1
日
の
合
併
10
周
年
に
向

け
て
、町
の
イ
メ
ー
ジ
映
像
を
制
作
し
ま
す
。

快
適
で
安
全
に
住
め
る
ま
ち
づ
く
り

元
気
で
活
力
み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

人
が
輝
き
交
流
で
満
ち
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

個
性
豊
か
で
誇
り
の
も
て
る
ま
ち
づ
く
り

町
民
に
開
か
れ
た
健
全
行
財
政
の
ま
ち
づ
く
り

緊急地震速報システムで表示される予測震度

越知山への道標

均
値
は
11
・
3
％
で
す
の
で
、町
の
実
質

公
債
費
比
率
は
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
水
準
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
 

将
来
負
担
比
率
と
は
何
で
す
か
？

●
 

将
来
負
担
比
率
と
は
、将
来
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
実
質
的
な
負
担
が
標
準

財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
で
す
。

 

　

将
来
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
実

質
的
な
負
担
は
、次
の
も
の
な
ど
の
合
計

で
す
。

●

借
金
の
残
高

●

上
下
水
道
・
病
院
の
公
営
企
業
会
計
や

ご
み
処
理
・
消
防
の
一
部
事
務
組
合
の

借
金
の
返
済
に
充
て
る
一
般
会
計
な

ど
の
負
担
見
込
額

●

職
員
の
退
職
手
当
支
給
予
定
額

　
　

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、現
在
背
負
っ

て
い
る
借
金
な
ど
の
負
担
が
将
来
財
政

を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

 

　

将
来
負
担
比
率
は
、平
成
24
年
度
決
算

で
は
56・6
％
と
な
り
、平
成
19
年
度
と
比

べ
94・8
ポ
イ
ン
ト
、前
年
度
と
比
べ
24・6

ポ
イ
ン
ト
と
大
き
く
改
善
し
ま
し
た
。

 

　

県
内
市
町
の
将
来
負
担
比
率
の
平
均

値
は
56
・
2
％
で
す
の
で
、町
の
将
来
負

担
比
率
は
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
水
準
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
 

資
金
不
足
比
率
と
は
何
で
す
か
？

●
 

資
金
不
足
比
率
と
は
、上
下
水
道
・
病
院

の
公
営
企
業
会
計
ご
と
に
、料
金
収
入
に

対
す
る
手
持
ち
資
金
の
不
足
額
の
割
合

で
す
。

 

　

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、経
営
の
健
全

性
が
低
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
 

越
前
町
の
資
金
不
足
比
率
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
？

●
 

平
成
24
年
度
決
算
で
は
す
べ
て
の
公
営
企

業
会
計
で
資
金
不
足
額
が
な
か
っ
た
の
で
、

資
金
不
足
比
率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

将
来
負
担
比
率

資
金
不
足
比
率

0

5.0
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30.0

14.414.4 15.215.2

H17H17 H18H18 H19H19 H20H20 H21H21 H22H22 H23H23 H24H24
（年度）（年度）

（％）（％）

12.812.8 12.112.1
11.311.3

13.813.8 13.913.9 13.513.5

24.224.2

14.014.0
12.712.7

22.522.5

19.719.7
16.416.4

越前町
県内市町平均

【実質公債費比率の推移】

13.0ポイント改善

24.8

11.8

わ
た
し
た
ち

わ
た
し
た
ち
のの
ま
ち
ま
ち
のの
財
政
状
況

財
政
状
況


